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二　

木
材
と
一
緒
に
住
む

　

前
回
は
、
木
材
で
建
て
ら
れ
た
住
宅
な
ど
建
築
物
に
つ
い
て
、
お
も

に
設
計
や
施
工
上
の
特
性
、
木
材
を
利
用
す
る
こ
と
の
利
点
と
弱
点
の

克
服
、
維
持
管
理
や
修
復
の
メ
リ
ッ
ト
等
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
人
と
木
材
の
か
か
わ
り
に
焦
点
を
当
て
、
木
を
使
っ
た
住

ま
い
の
住
み
心
地
と
居
住
性
能
、
都
市
に
お
い
て
木
と
接
す
る
施
設
、

土
木
の
分
野
で
の
利
用
、
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
す
。

㈠　

見
た
目
の
良
さ

　

木
材
は
、
各
種
の
建
築
構
造
材
料
の
中
で
、
建
物
を
支
え
る
機
械
的

な
性
能
と
そ
の
ま
ま
で
の
美
観
的
な
景
観
性
を
兼
ね
備
え
た
材
料
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
伝
統
的
な
建
築
や
住
宅
だ
け
で
な
く
、

色
々
の
建
築
物
で
木
材
は
＂
現
わ
し
＂
で
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
材
に
対
す
る
人
の
情
緒
的
な
反
応
の
多
く
は
心
理
的
に
プ

ラ
ス
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
住
宅
だ
け
で
な
く
オ
フ
ィ
ス
等
で
も
内

装
に
木
材
を
利
用
す
る
と
利
用
者
に
好
ま
し
い
印
象
を
与
え
る
こ
と
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
木
材
や
木
質
材
料
に
対
す
る
好
み

や
見
た
目
の
印
象
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
だ
け
で
な
く
海
外
で
も
研
究

が
行
わ
れ
て
い
ま
す︶₁₀
︵

。
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㈡　

遮
音
効
果

　

外
か
ら
室
内
に
届
く
音
は
窓
や
隙
間
の
開
口
部
分
か
ら
入
っ
て
く
る

の
で
、
構
法
間
の
大
き
な
差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
遮
音
性
の
面
か
ら
は
、

窓
を
二
重
窓
や
ペ
ア
グ
ラ
ス
に
す
る
の
が
有
効
で
す
。
ま
た
、
他
の
場

所
か
ら
伝
わ
る
固
体
伝
搬
音
に
対
し
て
は
、
木
材
は
振
動
の
減
衰
性
が

大
き
い
と
い
う

良
い
点
を
も
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
床
衝

撃
音
に
つ
い
て

は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
普
通
の

木
造
の
二
階
床

の
重
さ
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
に

比
べ
る
と
小
さ

く
、
衝
撃
力
の

振
動
に
は
不
利

で
す
。
最
近
は
、

木
材
と
他
材
料

と
を
複
合
し
た

多
層
構
造
で
遮
音
性
能
を
備
え
た
木
造
建
築
物
の
基
準
が
設
定
さ
れ
、

要
求
に
応
じ
て
木
材
の
厚
さ
を
増
や
す
等
の
多
様
な
設
計
が
で
き
、
遮

音
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
木
造
住
宅
で
は
吸
音
性
の
建
具
が
使
わ
れ
、
床
・
壁
・
天
井

に
は
面
材
料
が
貼
ら
れ
て
も
吸
音
性
に
富
み
、
残
響
時
間
が
適
度
に
短

く
静
か
な
音
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す︶2
︵

。

㈢　

断
熱
性

　

木
材
の
細
胞
や
組
織
構
造
が
ど
ん
な
他
の
建
材
よ
り
優
れ
た
自
然
の

断
熱
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
木
造
住
宅
に
は
、
冬
は
寒
さ
を
、

夏
は
暑
さ
を
断
熱
す
る
性
能
が
あ
り
ま
す
。
断
熱
性
が
高
く
、
か
つ
、

熱
容
量
が
大
き
け
れ
ば
、
住
ま
い
の
温
度
調
節
に
は
都
合
が
良
い
の
で

す
が
、
相
反
す
る
こ
の
両
方
の
特
性
を
程
よ
く
備
え
た
材
料
が
木
材
で

あ
る
と
い
え
ま
す︶2
︵

。

　

最
近
の
住
宅
は
季
節
を
問
わ
ず
、
住
み
や
す
い
室
内
気
候
を
実
現
す

る
た
め
に
冷
暖
房
設
備
を
備
え
、
人
工
的
に
気
候
調
節
を
行
う
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
温
度
調
節
の
効
果
を

高
め
、
使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
減
を
図
る
た
め
に
外
壁
な
ど
に
熱
伝
導

率
の
小
さ
い
断
熱
材
を
用
い
、
気
密
性
を
高
め
る
方
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
工
的
に
温
度
調
節
す
る
住
宅
の
温
熱
環
境
は
、
建
物
の
気

密
性
と
熱
容
量
に
依
存
し
ま
す
の
で
、
軽
い
材
料
で
出
来
て
い
る
木
造

は
熱
容
量
が
そ
れ
程
大
き
く
な
い
た
め
、
温
度
の
上
下
に
対
し
て
は
省

写真 11　 断熱性と遮音性のある CLT を使用した室内（提
供 : 日本 CLT 協会、（株）三東工業社、杉野圭氏撮
影）
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エ
ネ
に
な
り
ま
す
。
標
準
的
な
構
法
で
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
は
、
断

熱
性
の
面
か
ら
も
住
み
や
す
い
住
宅
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

効
率
の
良
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
暖
房
シ
ス
テ
ム
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

を
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
、
心
地
よ
い
快
適
性
が
安
価
で
得
ら

れ
ま
す
。

㈣　

木
製

窓
枠

　

最
近
で
は
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

間
隔
が
長
く
耐

久
性
に
優
れ
た

木
材
窓
枠
が
開

発
さ
れ
、
多
様

な
デ
ザ
イ
ン
に

合
わ
せ
て
彩
色

さ
れ
た
も
の
も

使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
窓
枠
に

ア
ル
ミ
な
ど
の

金
属
を
利
用
し

た
窓
に
は
結
露

す
る
短
所
が
あ
り
ま
す
が
、
木
製
窓
枠
で
は
結
露
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

㈤　

吸
放
湿
性

　

親
水
性
素
材
で
あ
り
、
ま
た
空
隙
を
持
つ
構
造
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

木
材
は
吸
水
性
、
吸
放
湿
性
の
高
い
材
料
で
す
。
こ
の
こ
と
は
結
露
を

防
止
す
る
と
と
も
に
、
内
装
に
用
い
た
木
材
が
室
内
空
間
に
調
湿
機
能

を
与
え
、
建
築
材
料
と
し
て
す
ぐ
れ
た
性
能
を
発
揮
す
る
と
い
え
ま
す
。

一
方
で
、
吸
放
湿
に
よ
っ
て
含
水
率
が
変
わ
り
、
そ
れ
に
伴
い
寸
法
が

変
化
す
る
こ
と
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん︶₁₁
︵

。

㈥　

内
装
材
料

　

床
材
に
は
歩
き
心
地
の
快
適
性
と
と
も
に
、
安
全
な
適
度
の
す
べ
り

や
す
さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
木
に
は
細
か
い
凸
凹
と
水
を
吸
収
す
る
性

質
が
あ
り
、
木
の
床
を
歩
く
と
足
に
な
じ
ん
で
快
適
な
歩
き
心
地
が
得

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
床
の
適
度
な
か
た
さ
も
重
要
で
、
根
太
に
木
の
床

板
を
張
っ
た
床
で
は
歩
行
時
の
衝
撃
力
を
和
ら
げ
て
く
れ
ま
す
。
一
方
、

直
張
り
に
使
用
さ
れ
る
木
製
床
材
で
は
、
弾
力
性
の
あ
る
材
料
と
複
合

化
さ
せ
て
快
適
な
歩
行
感
を
得
て
い
ま
す︶2
︵

。

　

ま
た
、
木
材
は
温
か
み
の
あ
る
材
料
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
人
が
あ
る

材
料
に
触
れ
た
時
の
温
冷
感
は
、
接
触
部
で
の
熱
流
量
や
温
度
変
化
の

速
度
に
影
響
さ
れ
、
木
材
の
場
合
こ
の
値
が
小
さ
い
こ
と
が
温
か
み
に

写真 12　 木製窓枠をたくさん使った住宅（提供 : （一社）日
本木製サッシ工業会）
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影
響
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す︶₁₂
︵

。

　

と
こ
ろ
で
、
木
材
に
光
が
当
た
る
と
、
表
面
と
そ
の
近
辺
で
光
の
一

部
は
反
射
し
、
残
り
は
透
過
し
よ
う
し
ま
す
が
、
緑
か
ら
紫
外
領
域
の

光
が
最
も
よ
く
吸
収
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
木
材
の
色
の
範
囲
は
色
相

で
い
え
ば
吸
収
さ
れ
な
い
赤
か
ら
黄
色
ま
で
の
範
囲
に
あ
り
ま
す
が
、

樹
種
特
有
の
色
調
や
光
沢
、
材
中
の
色
素
の
分
布
に
よ
っ
て
独
特
の
模

様
を
示
し
ま
す︶₁₁
︵

。
ま
た
、
細
胞
と
組

織
構
造
に
よ
る
微
小
な
凸
凹
が
光
を

散
乱
し
、
ま
ぶ
し
さ
を
減
ら
し
、
適

度
な
光
沢
を
与
え
ま
す
。

　

木
質
床
に
つ
い
て
は
、
表
面
の
硬

化
技
術
や
寸
法
安
定
性
、
さ
ら
に
は

施
工
方
式
の
機
能
化
が
進
み
、
住
宅

だ
け
で
な
く
店
舗
や
集
会
施
設
な
ど

で
の
利
用
も
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

㈦　

外
装
材
料

　

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外
装

材
料
に
は
ク
ラ
デ
ィ
ン
グ
と
呼
ば
れ

る
製
材
し
た
板
を
貼
り
、
塗
装
な
ど

の
表
面
処
理
を
施
す
こ
と
が
多
く
、

新
し
い
建
築
物
ば
か
り
で
な
く
、
古

い
住
宅
の
場
合
で
も
保
守
や
補
修
を
考
慮
し
た
技
術
が
確
立
し
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
わ
が
国
の
住
宅
の
外
装
材
料
は
地
域
や
時
代
、
タ
イ
プ
に

よ
っ
て
き
わ
め
て
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
防
火
規
制
の
上
か
ら
窯

業
系
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
や
モ
ル
タ
ル
仕
上
げ
が
多
い
で
す
が
、
不
燃
材
料

の
上
に
木
材
仕
上
げ
も
可
能
で
、
建
物
の
保
護
の
目
的
だ
け
で
な
く
、

写真 13　 京都大学木質ホールの木質床材（平成 6 年竣工、
化学加工と塗装を施し、土足歩行ながら現在も
美観を保っている）

写真 14　 木材を外装に使用して意匠性を高めた住宅（提供 : 
越井木材工業（株））
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最
近
は
景
観
や
街
並
み
の
視
点
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

木
材
も
日
焼
け
を
起
こ
し
ま
す
。
太
陽
光
に
当
た
る
と
表
面
の
変
色

は
短
期
間
で
生
じ
ま
す
が
、
初
期
の
段
階
で
は
濃
色
の
材
は
明
色
化
し
、

淡
色
の
材
は
暗
色
化
し
ま
す
が
、
そ
の
後
は
一
般
的
に
薄
い
灰
色
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
長
い
間
雨
水
に
か
か
る
と
古
い
お
寺
の
濡
縁
の
よ
う

に
、
表
面
が
洗
い
出
し
た
よ
う
に
粗
く
な
り
ま
す
。

　

風
雨
に
曝
さ
れ
る
エ
ク
ス
テ
リ
ア
材
料
で
は
塗
装
が
有
力
な
手
段
で
、

一
般
的
に
は
、
顔
料
の
多
い
も
の
ほ
ど
、
色
の
濃
い
も
の
ほ
ど
耐
候
性

が
す
ぐ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
日
本
人
に
と
っ
て
木
目
基
調
の
白
木
塗

装
が
好
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
課
題
も
あ
り
ま
す
。
最
も
大
切
な
の
は

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
あ
り
、
一
度
塗
っ
た
ら
放
っ
て
お
く
の
で
は
な
く
、

診
断
と
保
守
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
早
め
早
め
の
塗
り
替
え
が
結

果
的
に
耐
候
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

㈧　

住
宅
に
付
随
す
る
技
術

　

木
造
住
宅
は
、
最
も
経
済
的
で
か
つ
環
境
に
や
さ
し
い
ば
か
り
で
な

写真 15　 東、 南、 西の 3 面にソーラーパネルを備え
た住宅

写真 16　 防府市立小野小学校（平成 16 年竣工、提
供 : 山佐木材（株））

写真 17　 雲仙市恵燈保育園の内観（平成 27 年竣工、
提供 : 山佐木材（株））
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く
、
空
調
設
備
、
熱
回
収
装
置
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
︵
太
陽
光
発
電
設

備
︶、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
や
、
断
熱
性
に
優
れ
た
二
重
窓
枠
等
の
多
く

の
近
代
的
な
シ
ス
テ
ム
を
装
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

㈨　

木
造
校
舎

　

あ
た
た
か
み
の
あ
る
木
造
の
学
校
を
見
直
そ
う
と
い
う
気
運
と
、
優

れ
た
構
造
・
デ
ザ
イ
ン
・
居
住
性
が
注
目
さ
れ
て
、
木
造
校
舎
の
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
重
た
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
校
舎
で
は
場
所

に
よ
る
温
度
ム
ラ
が
大
き
い
で
す
が
、
木
造
校
舎
は
快
適
で
す
。

　

ま
た
、
建
物
と
し
て
の
性
能
だ
け
で

な
く
、
情
操
教
育
の
面
で
も
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
、
机
や
椅
子
に
も
木
を
使

お
う
と
い
う
動
き
も
活
発
で
す︶2
︵

。

㈩　

都
市
の
屋
外
空
間
で
の
利
用

　

都
市
の
屋
外
空
間
に
木
材
を
利
用
す

る
メ
リ
ッ
ト
は
、
そ
こ
に
住
む
人
々
が

自
然
に
森
林
や
木
材
と
接
す
る
機
会
を

増
や
し
、
木
の
安
ら
ぎ
を
与
え
る
と
と

も
に
、
吸
熱
・
放
熱
が
少
な
い
こ
と
か

ら
都
市
部
で
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現

象
の
抑
制
に
効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す︶₁₃
︵

。

　

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
設
置
し
た
屋
上
木
化
、
あ

る
い
は
ル
ー
バ
ー
や
庇
な
ど
の
外
装
と
し
て
木
材
の
利
用
が
積
極
的
に

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
園
や
バ
ス
停
、
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
に
設
置
す
る
ベ
ン

チ
・
椅
子
・
テ
ー
ブ
ル
は
、
木
材
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
快
適

で
心
豊
か
な
都
市
の
屋
外
空
間
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
化
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
接
触
温
冷
感
の
や
さ
し
い
木
材
を
素
材
と

し
た
屋
外
用
手
す
り
な
ど
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す︶₁₃
︵

。

写真 18　 中之島フェスティバルタワーのデッキ
（平成 24 年竣工、 樹脂含浸した LVL に
塗装）

写真 19　 港区麻布図書館のルーバー （平成 26 年
竣工、熱処理したスギ材に塗装）
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土
木
分
野
で
の
木
材
利
用

　

土
木
に
お
い
て
も
自
然
環
境
と
生
態
系
に
十
分
に
配
慮
し
、
省
資

源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
廃
棄
物
の
少
な
い
循
環
型
社
会
を
構
築
し
、
地

球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
と
の
認
識
が
高
ま
り
、
木
材
の

土
木
利
用
の
拡
大
に
向
け
た
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
、
常
時
の
沈
下
変
形
が
問
題
と
な
る
軟
弱
粘
性
土
地
の

地
盤
対
策
と
し
て
の
、
あ
る
い
は
緩
い
砂
地
盤
で
の
液
状
化
対
策
と
し

て
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鋼
材
に
代
え
て
の
木
杭
丸
太
の
土
中
打
設
で

す
。
木
の
地
中
杭
で
は
、
丸
太
の
ま
ま
で
の
利
用
が
可
能
で
、
材
質
の

バ
ラ
ツ
キ
を
あ
る
程
度
は
許
容
で
き
る
と
い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
常
時
地
下
水
に
浸
か
っ
て
い
る
部
分
は
酸
素
不
足
か
ら
腐
朽
を
免

れ
る
こ
と
が
で
き
、
長
期
に
わ
た
る
炭
素
貯
蔵
と
い
う
環
境
面
で
の
ア

ピ
ー
ル
性
も
有
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
橋
梁
は
交
通
面
に
お
け
る
重
要
な
土
木
建
造
物
で
す
が
、
木

橋
で
は
耐
久
性
の
確
保
は
重
要
な
課
題
で
、
材
料
の
保
存
処
理
の
他
、

写真 20　 正田醤油スタジアムの観覧席ベンチ（前橋
市、平成 18 年設置、木材保存剤を加圧注
入処理し塗装、提供 : 佐々木木材防腐（株））

写真 21　 木杭による液状化対策の施工（提供 : 沼田
淳紀氏、飛島建設（株））

写真 22　 屋根付木造橋「御幸橋」（高知県梼原町、
平成 14 年竣工、提供 : 渡辺浩氏、福岡大
学木橋資料館）
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屋
根
を
付
け
る
こ
と
で

劣
化
を
抑
え
る
工
夫
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
最
近
、
被
災
地
の

応
急
橋
と
し
て
現
場
で

簡
単
に
組
み
立
て
ら
れ

る
木
造
橋
も
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
木
製
の
治

山
ダ
ム
は
明
治
時
代
か

ら
あ
っ
た
も
の
の
、
第

二
次
大
戦
後
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
普
及
で
急

速
に
減
少
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
間
伐
材
の
利

用
推
進
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
木
材
と
い
う
流
れ
も
あ
り
、
再
び
木
製

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
様
な
動
き
は
、
法
面
保
護
工
、
植
生
を
安

定
さ
せ
る
筋
工
、
防
風
・
防
雪
柵
、
道
路
舗
装
材
、
等
々
の
土
木
用
途

へ
の
木
材
利
用
の
展
開
に
も
み
ら
れ
ま
す
。

注︵
10
︶︵
一
社
︶日
本
木
材
学
会
編
︵
二
〇
一
五
︶﹃﹁
木
の
時
代
﹂
は
甦
る　

未
来
へ
の
道
標
﹄、
講
談
社

︵
11
︶
日
本
木
材
学
会
編
︵
一
九
九
三
︶﹃
住
ま
い
と
木
材
│
居
住
環
境
を
考

え
る
│
﹄、
海
青
社

︵
12
︶︵
財
︶日
本
住
宅
・
木
材
技
術
セ
ン
タ
ー
︵
二
〇
〇
八
︶﹃
木
材
と
木
造

住
宅
Ｑ
＆
Ａ
1
0
8
﹄

︵
13
︶
日
本
木
材
防
腐
工
業
組
合
︵
二
〇
一
五
︶﹃
屋
外
空
間
に
お
け
る
木
材

利
用
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹄

*京
都
大
学
名
誉
教
授　

**筑
波
大
学
名
誉
教
授　

⎛⎜⎝
⎞⎜⎠

写真 23　 木製校倉式ダム工 （由利本荘市、 平成 25 年設
置、 提供 : 佐々木貴信氏、 秋田県立大学）


